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生活保護制度を良くする会 

ニュース   
裁判へのご支
援・ご協力を! 
 2016 年 0９月２０日 １０９号 

 新・人間裁判の第８回口頭弁論での、上野

英博さん（６７才・札幌市厚別区）の決意表

明です。 

 私は厚別区に住む上野英博

です。昭和２４年１月２０日

に空知の由仁町で稲作農家

の長男として、この世に生を

受けました。しかし、母は母

乳の出が悪く、私はうまれてすぐにクル病を

患い、一時的にお医者さんと部落のみなさん

のおかげで、なんとか命をとりとめたそうで

す。のちに母に聞かされました。 

 その後は病気らしい病気もなく、今日まで

過ごしてきました。今は、幼いころにお世話

になったみなさんに感謝しています。私は今

でも、足に後遺症が残っています。 

 私は、小さい頃から父の後を継ぐべく、昭

和３９年に北海道由仁高校農業科に入学し、

卒業後は農業をやるべく夢をもって頑張って

参りましたが、卒業と同時に、昭和４３年、

国の農業政策で小さい農家は暮らしていけな

い時代がやって来ました。私の父も農業組合

を代表して東京まで陳情に行きましたが、政

府の方針は変わりませんでした。そして私は

農業をあきらめて、おじさんの勧めもあり日

本通運岩見沢・栗山支店に勤めることになり

ました。その後、昭和５０年、私は札幌に出

ました。札幌では、日本通運の下請け会社に

入社しました。日本梱包（株）に５７才まで

正社員そして長期アルバイトとして勤務して

きました。下請け会社では大変苦労しました。

色々な面で日本通運とは大違いでした。賃金

も下がり、私は２４才の時に一緒になった妻

とも別れ、その後１２年間同棲していた女性

は２年前に５９才で病気でなくなり、今は一

人暮らしです。 

 今は、町内会の役員などをやらせていただ

き、毎日が充実しています。みなさんの力を

かりて頑張っています。町内会のお仕事はボ

ランティアなので収入はありません。 

 私は老齢年金で生活保護基準に不足する分

を平成２２年から生活保護を受け、政府の世

話になっております。そして現在は、生活と

健康を守る会の一員として活動に参加してお

り、本当によい仲間と出会えて、私は今は感

謝の気持ちでいっぱいです。私は「守る会」

の一員であり、新・人間裁判の原告人の一人

でもあります。私は、昨年１０月に東京・日

比谷野外音楽堂で行われた憲法２５条集会に

参加しましたが、本当によい経験をさせても 

らったと感謝しています。 

 私は「守る会」のスローガンである「一人

はみんなのために、みんなは一人のために」、 

これを今、私自身本当に実感しています。私

は、今の社会は私たちの子ども、そして孫た

ちに決して良い社会ではないと思っています。

私は、みなさんの力をおかりして、今の政府

と闘って、みんなが住みよい社会になるよう、

これからも闘って行くつもりでおります。 

安心して過ごせる社会に一日も早くなるよう

に、私は頑張って行きたいと思っております。

人間が健康で文化的な最低限度の生活が送れ

るように、原告の一人として、これからも闘

って行くつもりです。みなさん、これからも

ご支援、宜しくお願い致します。 
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